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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR4907 : ASF - USB装置CDC応用

1. 序説
この資料の狙いは新規または既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでUSB CDC装置応用を統合する簡単な方法を提
供することです。

要点
■ USB 2.0適合
 ・ USB第9章保証
 ・ 全速(Full,12Mﾋﾞｯﾄ/秒)、高速(High,480Mﾋﾞｯﾄ/秒)のﾃﾞｰﾀ速度
■ 基本USB CDC実装
 ・ 送受信の流れ
 ・ 8または9ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀ
■ 利用可能な制御
 ・ DCD信号
 ・ DSR信号
 ・ ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ異常
 ・ ﾊﾟﾘﾃｨ誤り
 ・ ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ
■ 遠隔起動支援
■ USBﾊﾞｽ給電支援
■ 実時間(OS適合、割り込み駆動)
■ 8ﾋﾞｯﾄと32ﾋﾞｯﾄのAVR®を支援

2. 略語
・ ASF : AVRｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(AVR Software Framework)
・ CD : 複合装置(複数のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つUSB装置)(Composite device)
・ CDC : 通信装置ｸﾗｽ(Communication Device Class)
・ FS : USB全速(Full Speed)
・ HS : USB高速(High Speed)
・ UDC : USB装置制御部(USB Device Controller)
・ UDD : USB装置記述子(USB Device Descriptor)
・ UDI : USB装置ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(USB Device Interface)
・ USB : 万能直列ﾊﾞｽ(Universal Serial Bus)
・ SOF : ﾌﾚｰﾑ開始(Start of frame)
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3. 概要
この資料はUSB装置CDC応用を構築する時の必要条件の全ての形式に対する以下の5つの部分を含みます。

・ 即時開始
使用準備済みのCDC装置例を開始する方法を記述します。

・ 例の説明
CDC装置例を説明します。

・ USB装置CDCの構築
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにUSB装置CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを追加する方法を記述します。

・ 標準入出力で接続されるUSB装置CDCの構築
標準入出力で接続されるUSB装置CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを追加する方法を記述します。
標準入出力 : stdioﾗｲﾌﾞﾗﾘ、例:printf()

・ USB複合装置でのCDC
複合装置ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにUSB装置CDCを統合する方法を記述します。

これらの部分の全てに対して、以下のようなCDC応用の主な単位部構成を知ることが推奨されます。

・ 使用者応用
・ USB装置ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽCDC (UDI-CDC)
・ USB装置制御部 (UDC)
・ USB装置ﾄﾞﾗｲﾊﾞ (UDD)

USB階層実装に関するもっと高度な情報については、ATMELの「AVR4900:ASF-USB装置階層」応用記述を参照してください。

図3-1. USB装置CDC基本構造

ASFからのUSB装置階層

応用

UDC UDI-CDC

UDD

注: USB装置階層はcommon\services\usbﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに於いてASFで利用可能です。

4. 即時開始
USB装置CDC例はATMEL® AVR Studio® 5とASFで利用可能です。それはUARTとUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ間のﾌﾞﾘｯｼﾞです。これはAVR製
品上の真のUARTへ読み書きｱｸｾｽをするUSBﾎｽﾄ上の"COM"通信ﾎﾟｰﾄを提供します。

1. 基板通電と、USBとUARTの接続

基板とUSBﾎｽﾄ間にUSBｹｰﾌﾞﾙを接続してください。このｹｰﾌﾞﾙが基板に給電します。RS232のUART接続はDB9ｹｰﾌﾞﾙ、または基
板が内部UARTﾌﾞﾘｯｼﾞを含む場合に別のUSBｹｰﾌﾞﾙによって行うことができます。

USB

RS232

USB

RS232

USB

USB USB

USB

RS232

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 基板

内部ﾌﾞﾘｯｼﾞ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 基板

http://atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8360.pdf?doc_id=13244&family_id=607
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2. AVR Studio 5は新しい例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(New Exampl Project)の作成を許します。

例一覧に於いて、使用するATMEL基板に対応するUSB装置CDC例(USB Device CDC Example)を選択してください。例を素早く
見つけるのに濾過一覧を用いてください。

1

2 3

4 5

6

3. ｺﾝﾊﾟｲﾙ、書き込み設定、実行

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはどんな変更も必要なく、ｺﾝﾊﾟｲﾙ、書き込み設定、走行だけが必要です。基板によって支援されるATMELのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを
接続してF5を押してください。

4. Windows®上での新しいCDC装置のｲﾝｽﾄｰﾙ

初回使用の間にﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙするため、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｳｨｻﾞｰﾄﾞが直ぐ
に出現されます。高度な操作(Advance)形態が選択されなければなりま
せん。

Windowsでのｲﾝｽﾄｰﾙ中にexampleﾌｫﾙﾀﾞで利用可能なavr_cdc_infﾌｧｲ
ﾙが選択されなければなりません。

複写/貼り付け
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5. 端末を開く

UARTとUSB CDCの両ﾎﾟｰﾄに対してRS232端末が開かなければなりません。ﾎﾟｰﾄ形態設定(速度、ﾃﾞｰﾀの大きさ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯ
ﾄ)は両方間で同じでなければなりません。全てのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽによってﾊﾟﾘﾃｨなし115200ﾎﾞｰが支援されます。

6. ﾃﾞｰﾀ送出

さて、端末でｷｰを入力してください。そのｷｰは他の端末で表示します。

7. 流れ制御

基板の使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは以下の情報を提供することができます。

・ LEDはUSB装置がｱｲﾄﾞﾙ(IDLE)動作形態の時にON、休止(SUSPEND)動作形態の時にOFFです。
・ LEDはUSBﾎｽﾄによってCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されていることを示すのに点滅します。
・ LEDはUSBﾎｽﾄによってCOMが開かれている時にONです。
・ LEDはﾃﾞｰﾀ転送中にONです。
・ LEDはUARTでのﾌﾚｰﾑ異常を意味します。
・ LEDはCDC溢れを意味します。

図4-1. ATMEL EVK1100基板での例

LED1はCDCが許可
されたことを示すのに点滅

LED0はｱｲﾄﾞﾙ(IDLE)
形態のUSBを示すのにON

LED2はCOM開を示すのにON

USB
UART

LED6の緑はCDCへの
UART転送を示すのにON
LED6の赤はUARTでの

ﾌﾚｰﾑ異常を示すのにON

LED5の緑はUARTへの
CDC転送を示すのにON
LED5の赤はCDC溢れを

示すのにON
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5. 例の説明

5.1. 例の内容

ASFは様々なATMEL AVR製品に対してUSB装置CDC例を提供します。これら全ての例は共通ﾌｧｲﾙを共用し、UARTﾌﾞﾘｯｼﾞを実装
します。

表5-1.はUSB装置CDC応用例内に含まれる主なﾌｧｲﾙの要約を紹介します。これらのﾌｧｲﾙは図3-1.で記述される単位部と連携しま
す。

表5-1. USB装置CDC例のﾌｧｲﾙ

単位部 ASFﾊﾟｽﾌｧｲﾙ 説明

応用

main.c
ui.c
uart_uc3.c
uart_xmega.c
conf_usb.h

Exampleﾌｫﾙﾀﾞ

主繰り返し
操作を見せるためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｽｨｯﾁとLEDの構成設定
UC3 UART制御とCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの接続
XMEGA® UART制御とCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの接続
USB装置形態設定

udi_cdc.c/h
common\services\usb\class\cdc\
device\

CDCｸﾗｽ実装

UDI CDC udi_cdc_desc.c
udi_cdc_conf.h

common\services\usb\class\cdc\
device\

CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つUSB装置用USB記述子
(USB複合装置に適用不可)

usb_protocol_cdc.h common\services\usb\class\cdc CDC規約定数

udc.c/h
udc_desc.h
udi.h
udd.h

common\services\usb\udc\ USB装置核

UDC

usb_protocol.h
usb_atmel.h

common\services\usb\ USB規約定数

UDD
usbb_device.c/h
usbc_device.c/h
usb_device.c/h

avr32\drivers\usbb\
avr32\drivers\usbc\
xmega\drivers\usb\

USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ

5.2. 例の性能

ATMEL AVR UC3でのUARTﾌﾞﾘｯｼﾞ動作形態は115200ﾎﾞｰﾚｰﾄを容易に支援することができます。例えば、48MHzのCPU周波数でｱ
ｲﾄﾞﾙ時間が86%です。

ATMEL AVR XMEGAでのUARTﾌﾞﾘｯｼﾞ動作形態は115200ﾎﾞｰﾚｰﾄを支援することができます。例えば、24MHzのCPU周波数でｱｲﾄﾞ
ﾙ時間が65%です。

ATMELの「AVR4920:ASF - USB装置階層 - 適合と性能係数」応用記述が利用可能で、UARTﾌﾞﾘｯｼﾞ動作形態以外のCDC性能に
関するより多くの情報を提供します。

5.3. 例の動き

main.c,ui.c,uart_xmega.cとuart_uc3.cのﾌｧｲﾙがCDC応用の使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとUART制御を実装します。これは以下のように5つの
段階から成ります。

1. USB装置を開始します。

 udc_start();
 udc_attach(); // USBｹｰﾌﾞﾙが接続された時に呼ばれなければなりません。
   // 接続されたｹｰﾌﾞﾙはVBus事象経由で検知されます。

2. 呼び戻し経由でCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの許可を待ちます。

 UDI_CDC_ENABLE_EXT() // 認可とUART通信ﾎﾟｰﾄを開きます。

3. 通信ﾎﾟｰﾄの新しい形態設定を設定します。

 UDI_CDC_SET_CODING_EXT(cfg) // UART通信ﾎﾟｰﾄの形態設定

4. USBﾊﾞｽからのﾃﾞｰﾀ転送

 UDI_CDC_RX_NOTIFY() // CDC受信緩衝部が空でないのを通知、その後にUART送信が許可されます。
 udi_cdc_getc() // CDC受信緩衝部読み込みﾙｰﾁﾝ
   // これはUART送信割り込みﾙｰﾁﾝで呼ぶことができる短い関数です。

http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8410.pdf
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5. USBﾊﾞｽへﾃﾞｰﾀ転送

 udi_cdc_putc() // CDC送信緩衝部にﾃﾞｰﾀを置くﾙｰﾁﾝ
   // これはUART受信割り込みﾙｰﾁﾝで呼ぶことができる短い関数です。

図5-1. 例の動きの流れ

段階1 - USB装置開始

段階2 - CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ許可待機

段階4 - USB⇒UART転送

段階3 - 新しい形態設定を設定

段階5 - UART⇒USB転送

応用 UDC/UDI/UDD

始動 udc_start()

VBUS High

udc_attach()

} 列挙(接続認識)

UDI_CDC_ENABLE_EXT()
通信ﾎﾟｰﾄを開く

CDC構成設定

UDI_CDC_SET_CODING_EXT(cfg)
ﾎﾟｰﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更

ﾃﾞｰﾀ受信

UDI_CDC_RX_NOTIFY()
UART送信割り込み許可

udi_cdc_putc()

UART受信発生
UARTﾃﾞｰﾀ読み込み、
USB線上にﾃﾞｰﾀ送出

UART送信空き

CDCﾃﾞｰﾀ読み込み、
UART線上にﾃﾞｰﾀ送出

(ここでは受信緩衝部空)

ﾃﾞｰﾀ受信

udi_cdc_getc()

UART送信空き

CDCﾃﾞｰﾀ読み込み、
UART線上にﾃﾞｰﾀ送出

udi_cdc_getc()

(ここでは受信緩衝部空)
ﾃﾞｰﾀ受信

UDI_CDC_RX_NOTIFY()
UART送信割り込み許可

6. USB装置CDCの構築
USB装置CDC単位部はどのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにも接続することができるUSB CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供します。

これらの単位部はATMEL AVR Studio 5で利用可能で、AVR Studio 5ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに持ち込む(ｲﾝﾎﾟｰﾄする)ことができます。この項はﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄにUSB装置CDCを追加する方法を記述します。

1. USB CDC単位部をｲﾝﾎﾟｰﾄしてください。
2. 私的なUSBﾊﾟﾗﾒｰﾀを形態設定してください。
3. USB装置を走らせるためにUSBﾙｰﾁﾝを呼んでください。
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6.1. USB単位部のｲﾝﾎﾟｰﾄ

USB CDC単位部をｲﾝﾎﾟｰﾄするには、下の指示に従ってください。

1. あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く、または作成してください。
2. Projectﾒﾆｭから、"Select Drivers from AVR Software Framework"を選択してください。

3. Servicesを(1)選んで、USB CDC (Single Interface Device)(2)を選択して"Add 
to selection"釦(3)を押してください。

1

2

3

6.2. USB形態設定

全てのUSB階層形態設定は応用単位部内のconf.usb.hﾌｧｲﾙに格納されます。これらの形態設定は簡単で、どんな特別なUSBの知
識も必要ありません。

UDC,UDI,UDDの各USB単位部に対して1つの形態設定項目があります。

UDC形態設定のありそうなことはATMEL「AVR4900:ASF-USB装置階層」応用記述の「7.1.1. USB装置形態設定」で記述されます。

UDD形態設定のありそうなことはATMEL「AVR4900:ASF-USB装置階層」応用記述の「7.1.3. USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ形態設定」で記述されます。

CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは表6-1.で記述されるいくつかの形態設定が必要です。

表6-1. UDI CDC - 形態設定

定義名 説明型

UDI_CDC_LOW_RATE
動作形態許可のための

(値なしの)定義のみ
CDC装置からﾎｽﾄへ転送する時にCDC緩衝部容量を減らすために
低速であることを定義

UDI_CDC_DEFAULT_RATE CDC始動での既定通信速度語(ﾜｰﾄﾞ)32ﾋﾞｯﾄ

UDI_CDC_DEFAULT_STOPBITS CDC始動での既定停止ﾋﾞｯﾄ形態設定
CDC_STOP_BITS_1

CDC_STOP_BITS_1_5
CDC_STOP_BITS_2

UDI_CDC_DEFAULT_PARITY CDC始動での既定ﾊﾟﾘﾃｨ形態設定

CDC_PAR_NONE
CDC_PAR_ODD
CDC_PAR_EVEN
CDC_PAR_MARK
CDC_PAR_SPACE

UDI_CDC_DEFAULT_DATABITS CDC始動での既定ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ形態設定8または9

注: USBﾊｰﾄﾞｳｪｱは特定のｸﾛｯｸ周波数が必要なので、conf.clock.hﾌｧｲﾙで定義された形態設定を確認することが重要です(conf.clo 
ck.hﾌｧｲﾙ内の注釈をご覧ください)。

http://atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8360.pdf?doc_id=13244&family_id=607
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6.3. USB実装

この項は追加してUSB装置CDC応用を走らせるためのｿｰｽ ｺｰﾄﾞを記述します。

実装は以下の3つの段階から成ります。

1. USB装置を開始します。
2. ﾎｽﾄによってCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されるのを待ちます。
3. USBﾊﾞｽ上でﾃﾞｰﾀを転送します。

6.3.1. USB装置制御

USB装置応用を開始するには2つの関数呼び出しだけが必要
とされます(図6-1.をご覧ください)。

図6-1. USB装置応用手順

USB装置応用を開始するには、udc_start()

VBUS監視利用可 ?
udc_include_vbus_monitoring()

VBUS電力待機 ?
UDC_VBUS_EVENT()

D+またはD-のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗許可、udc_attach()

ﾊﾞｽ列挙(接続認識)

YES

NO

YES

NO

注: 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの場合、USB階層は割り込みを許可してｸﾛｯｸと休止管理部(sleepmgr)のｻｰﾋﾞｽを初期化することが必要です。

例:

 <conf_usb.h>
 #define UDC_VBUS_EVENT(b_vbus_high) \
   vbus_event(b_vbus_high)

 <主Cﾌｧｲﾙ>:
 main() {
  // 割り込み認可
  irq_initialize_vectors();
  cpu_irq_enable();
  // 休止管理部ｻｰﾋﾞｽ初期化
  sleepmgr_init();
  // ｸﾛｯｸ ｻｰﾋﾞｽ初期化
  sysclk_init();
  // USB階層装置許可
  udc_start();
  if (!udc_include_vbus_monitoring()) {
   // この製品でVBUS監視が利用不可なら、それによってVBUSは存在すると見做されなければなりません。
   vbus_event (true);
  }
 }

 vbus_event(b_vbus_high) {
  if (b_vbus_high) {
   // USB装置接続
   udc_attach();
  }else{
   // USB装置切断
   udc_detach();
  }
 }
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6.3.2. USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ制御

装置列挙(USB装置の検出と識別)後、USBﾎｽﾄは装置形態設定を開始します。装置からのUSB CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがﾎｽﾄによって受け
入れられると、USBﾎｽﾄはこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可してUDI_CDC_ENABLE_EXT()呼び戻し関数が呼ばれます。

USB装置が切断、またはUSBﾎｽﾄによってﾘｾｯﾄされると、USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは禁止され、UDI_CDC_DISABLE_EXT()呼び戻し関数が呼
ばれます。

従って、これらの関数で通信ﾎﾟｰﾄを許可/禁止することが推奨されます。

例:

 <conf_usb.h>
 #define UDI_CDC_ENABLE_EXT() \
   cdc_enable()
 #define UDI_CDC_DISABLE_EXT() \
   cdc_disable()

 <主Cﾌｧｲﾙ>:
 cdc_enable() {
  // UARTを開き、UART送信割り込みを許可
  ～
  return true;
 }
 cdc_disable() {
  // UART割り込みを禁止してUARTを閉じる
  ～
 }

6.3.3. USB CDC制御

表6-2.で記述されるUSB CDC関数は通知送出を応用に許します。表6-3.の関数はﾃﾞｰﾀの送信または受信を許します。

表6-2. UDI CDC - 関数

宣言 説明

udi_cdc_ctrl_signal_dcd(bool b_set) DCD信号の状態変化に関する通知を送信

udi_cdc_ctrl_signal_dsr(bool b_set) DSR信号の状態変化に関する通知を送信

udi_cdc_signal_framing_error() ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ異常に関する通知を送信

udi_cdc_signal_parity_error() ﾊﾟﾘﾃｨ誤りに関する通知を送信

udi_cdc_signal_overrun() ｵｰﾊﾞｰﾗﾝに関する通知を送信

表6-3. UDI CDC - ﾃﾞｰﾀ関数

iram_size_t udi_cdc_write_buf(const int* buf, iram_size_t size) CDCでRAM緩衝部に書きます。

宣言 説明

udi_cdc_is_rx_ready() この関数はCDCでｷｬﾗｸﾀが受信されたかを調べます。

int udi_cdc_getc() CDCで値を待って取得します。

iram_size_t udi_cdc_read_buf(int* buf, iram_size_t size) CDCで待機してRAM緩衝部を読みます。

udi_cdc_is_tx_ready() この関数は新しいｷｬﾗｸﾀの送信が可能かを調べます。

int udi_cdc_putc(int value) CDCでﾊﾞｲﾄを出力します。
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例:

 <主Cﾌｧｲﾙ>:
 cdc_enable() {
  // UARTを開き、UART送信割り込みを許可
  ～
  return true;
 <UART Cﾌｧｲﾙ>:
 uart_process() {
  if (is_uart_framing_error())
   udi_cdc_signal_framing_error();
  if (is_data_reception()) {
   value = uart_getc();
   udi_cdc_putc(value);
  }
  if (udi_cdc_is_tx_ready())
   value = udi_cdc_getc();
   uart_putc(value);
  }
  ～
 }

6.4. Windows OS用infﾌｧｲﾙ作成

Windows OSは新しいCDC装置をｲﾝｽﾄｰﾙするのに*.infﾌｧｲﾙが必要です。

これは完了するためのinfﾌｧｲﾙの雛形です(<>間の注釈をご覧ください。

 ; Windows 2000, XP & Vista setup File for AVR CDC Device
 [Version]
 Signature="$Windows NT$"
 Class=Ports
 ClassGuid={4D36E978-E325-11CE-BFC1-08002BE10318}
 Provider=%ATMEL% <あなたの製造者名でATMELを置き換えてください。>
 DriverVer=10/15/1999,5.0.2153.1

 ;----------------------------------------------------------
 ; 目的対象
 ;----------------------------------------------------------
 [Manufacturer]
 %ATMEL%=ATMEL, NTamd64 <あなたの製造者名でATMELを置き換えてください。>
 [ATMEL]
 %ATMEL_CDC%=Reader, USB\VID_03EB&PID_2404 <あなたのVIDで03EBを、あなたのPIDで2404を置き換えてください。>
 [ATMEL.NTamd64]
 %ATMEL_CDC%=DriverInstall, USB\VID_03EB&PID_2404 <あなたのVIDで03EBを、あなたのPIDで2404を置き換えてください。>

[次頁へ続く]
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 ;----------------------------------------------------------
 ; Windows 2K, XP, とVista32
 ;----------------------------------------------------------
 [Reader_Install.NTx86]
 [DestinationDirs]
 DefaultDestDir=12
 Reader.NT.Copy=12
 [Reader.NT]
 include=mdmcpq.inf
 CopyFiles=Reader.NT.Copy
 AddReg=Reader.NT.AddReg
 [Reader.NT.Copy]
 usbser.sys
 [Reader.NT.AddReg]
 HKR,,DevLoader,,*ntkern
 HKR,,NTMPDriver,,usbser.sys
 HKR,,EnumPropPages32,,"MsPorts.dll,SerialPortPropPageProvider"
 [Reader.NT.Services]
 AddService = usbser, 0x00000002, Service_Inst
 [Service_Inst]
 DisplayName = %Serial.SvcDesc%
 ServiceType = 1 ; SERVICE_KERNEL_DRIVER
 StartType = 3 ; SERVICE_DEMAND_START
 ErrorControl = 1 ; SERVICE_ERROR_NORMAL
 ServiceBinary = %12%\usbser.sys
 LoadOrderGroup = Base
 ;----------------------------------------------------------
 ; Vista64
 ;----------------------------------------------------------
 [DriverInstall.NTamd64]
 include=mdmcpq.inf
 CopyFiles=DriverCopyFiles.NTamd64
 AddReg=DriverInstall.NTamd64.AddReg
 [DriverCopyFiles.NTamd64]
 usbser.sys,,,0x20
 [DriverInstall.NTamd64.AddReg]
 HKR,,DevLoader,,*ntkern
 HKR,,NTMPDriver,,usbser.sys
 HKR,,EnumPropPages32,,"MsPorts.dll,SerialPortPropPageProvider"
 [DriverInstall.NTamd64.Services]
 AddService=usbser, 0x00000002, DriverService.NTamd64
 [DriverService.NTamd64]
 DisplayName=%Serial.SvcDesc%
 ServiceType=1
 StartType=3
 ErrorControl=1
 ServiceBinary=%12%\usbser.sys

 ;----------------------------------------------------------
 ; 文字列
 ;----------------------------------------------------------
 [Strings]
 ATMEL = "ATMEL, Inc." <あなたの製造者名でATMELを置き換えてください。>
 ATMEL_CDC = "AVR Communication Device Class" <あなたの装置記述を書いてください。>
 Serial.SvcDesc = "USB Serial emulation driver"

注: この*.infﾌｧｲﾙの例は以下のCDC例で提供されます。
\common\services\usb\class\cdc\device\example\avr_cdc.inf
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7. 標準入出力へ接続されるUSB装置CDCの構築
USB/CDC標準I/O単位部は標準I/Oﾗｲﾌﾞﾗﾘ(例えば、printf())とUSB CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ間の接続の素早い追加を提供します。

この単位部はATMEL AVR Studio 5で利用可能で、AVR Studio 5ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに持ち込む(ｲﾝﾎﾟｰﾄする)ことができます。この項はﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄにUSB装置CDCを追加する方法を記述します。

1. USB/CDC標準I/O(stdio)単位部をｲﾝﾎﾟｰﾄしてください。
2. 私的なUSBﾊﾟﾗﾒｰﾀを形態設定してください。
3. USB装置を走らせるためにUSBﾙｰﾁﾝを呼んでください。
4. Windows OS用のinfﾌｧｲﾙを作成してください(Linux®では不要です)。

7.1. USB単位部のｲﾝﾎﾟｰﾄ

USB/CDC標準I/O単位部をｲﾝﾎﾟｰﾄするには、下の指示に従ってください。

1. あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く、または作成してください。
2. Projectﾒﾆｭから、"Select Drivers from AVR Software Framework"を選択してください。

3. Servicesを(1)選んで、"UTILITY - USB/CDC Standard I/O (stdi 
o)"(2)を選択して"Add to selection"釦(3)をｸﾘｯｸしてください。

1

2

3

7.2. USB形態設定

表6-2.で記述される指示に従ってください。

7.3. USB実装

USB/CDC標準I/O単位部で既に実装されている6.3.2.項と6.3.3.項を除き、6.3.項で記述される指示に従ってください。

7.4. Windows OS用infﾌｧｲﾙ作成

6.4.項で記述される指示に従ってください。
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8. USB複合装置でのCDC
複合装置の構築に必要な情報はATMELの「AVR4902:ASF-USB複合装置」応用記述で利用可能です。この応用記述の熟知が必須
です。

本章はCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで複合装置を構築するのに必要な特定情報だけを紹介しました。

8.1. USB形態設定

6.2.項で記述されたUSB形態設定に加えて、以下の値がconf_usb.hﾌｧｲﾙで定義されなければなりません。

USB_DEVICE_EP_CTRL_SIZE
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ制御容量

これは以下でなければなりません。

・ 全速(Full Speed)装置に対して8,16,32または64 (RAMを節約するために8が推奨されます。)
・ 高速(High Speed)装置に対して64

USB_CDC_DATA_EP_IN
ﾃﾞｰﾀ送信(TX)のためにCDCによって使用されるIN大量(ﾊﾞﾙｸ)ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ番号。

USB_CDC_DATA_EP_OUT
ﾃﾞｰﾀ受信(RX)のためにCDCによって使用されるOUT大量(ﾊﾞﾙｸ)ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ番号。

USB_CDC_COMM_EP
通信事象送信のためにCDCによって使用されるIN割り込みｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ番号。

USB_CDC_COMM_IFACE_NUMBER
CDC通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ番号。

USB_CDC_DATA_IFACE_NUMBER
CDCﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ番号。

USB_DEVICE_MAX_EP
応用での総ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ数。これはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の3つのｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄを含めなければなりません。

8.2. USB記述子

装置記述子でのCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ追加はCDC通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子をCDCﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子と提携するためにｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
提携記述子(IAD:Interface Association Descriptor)の追加が必要です。

conf_usb.hﾌｧｲﾙで定義される複合装置のUSB装置記述子はCDC通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子、CDCﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子、ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ提携記述子を含めなければなりません。

 //! 複合ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子の構造体定義
 #define UDI_COMPOSITE_DESC_T \
  usb_iad_desc_t udi_cdc_iad; \
  udi_cdc_comm_desc_t udi_cdc_comm; \
  udi_cdc_data_desc_t udi_cdc_data; \
  ～
 //! 全速(Full Speed)用複合ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子を満たす。
 #define UDI_COMPOSITE_DESC_FS  \
  .udi_cdc_iad = UDI_CDC_IAD_DESC, \
  .udi_cdc_comm = UDI_CDC_COMM_DESC, \
  .udi_cdc_data = UDI_CDC_DATA_DESC, \
  ～

 //! 高速(High Speed)用複合ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子を満たす。
 #define UDI_COMPOSITE_DESC_HS  \
  .udi_cdc_iad = UDI_CDC_IAD_DESC, \
  .udi_cdc_comm = UDI_CDC_COMM_DESC, \
  .udi_cdc_data = UDI_CDC_DATA_DESC, \
  ～

 //! ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ記述子に対応するｲﾝﾀｰﾌｪｰｽAPIを満たす。
 #define UDI_COMPOSITE_API \
  &udi_api_cdc_comm, \
  &udi_api_cdc_data, \
  ～

http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc8445.pdf
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